
 

奥村 容子 議員  

 

１．熱中症対策について 

（１）熱中症から住民の生命を守るためのクーリングシェルター等の指

定と環境整備等について。 

 

２．#７１１９・#８０００を町広報やホームページに掲載を 

（１）奈良県救急安心センター相談ダイヤル#７１１９、こども救急電

話相談#８０００を町広報やホームページに掲載することについ

て。 

 

 感染予防対策として傍聴席の間隔をあけています。傍聴席に

お入りいただけない方は、３階ロビーでモニターをとおして傍

聴していただくことになりますので、ご理解ください。 

また、傍聴席内は一方通行とさせていただいております。矢

印に沿ってご通行くださいますようご協力をお願いします。  

質問順序 

６月６日（木）午前９時から 

１３番  奥 村 容 子  議員 

５番  伴   吉 晴 議員 

４番  小 城 世 督 議員 

１２番  木 澤 正 男 議員 

 

６月７日（金）午前９時から 

１番  溝 部 真紀子 議員 

２番  齋 藤 文 夫  議員 

１１番  濱   眞 理 子 議員 

 



 

３．マイタイムラインをハザードマップに掲載を 

（１）マイタイムラインをハザードマップに掲載することについて。 

 

 

伴 吉晴 議員  

 

１．中央体育館をよりよいものにすることについて伺う 

（１）昨年度にＬＥＤ照明に変更され、今年度にはエアコンの設置を計

画されていますが、ハード面だけでなく、ソフト面での変更につ

いてどのように考えておられるのか伺う。 

（２）今の時間割では、朝３時間、昼５時間、夕方４時間になっている

が、使用料を教えてください。そして、昼の１２時から１３時ま

での利用状況及び利用者の意見が出ているのか伺う。 

（３）小学生の子どもたちが下校後体育館を利用しやすいように、時間

割を細分化することができれば、体を友達たちで動かすことがで

きると思うが、教育委員会の考えを伺う。 

 

 

小城 世督 議員  

 

１．マイナンバーカードについて 

（１）現在の斑鳩町の普及率について。 

（２）手続きについて。 

（３）来庁が困難な方への対応について。 

（４）デジタルマイナンバーについて。 

 

２．外出支援について 

（１）買い物等お困りの方への対応についての現状。 

（２）今後、支援の拡充について。 

 

３．多子世帯における保育料の軽減措置 

（１）現在の制度について。 

（２）斑鳩町の独自の取り組みについて。 

（３）今後、少子化対策に向けた制度の拡充について。 



 

木澤 正男 議員 
 

１．２０２５関西・大阪万博へ子どもたちを動員させようとする問題につ

いて 

 （１）関西圏内の自治体で、２０２５関西・大阪万博へ小中学生を招待

するとの名目で子どもたちを動員しようとする動きがあるが、奈

良県内での状況はどうなっているか。 

 （２）万博会場の夢洲はガス爆発事故が起こるなど、保護者からも不安

の声がある。学校の社会見学・遠足等、集団での参加は慎重にな

るべきではないか考えるが、町の見解は。 

 

２． 空き家の活用について 

 （１）町が行っている空家の解消・活用の取り組みの現状と成果につい

て。 

 （２）空き家を地域で活用して欲しいという声と、町内で子ども食堂や

子どもの居場所づくりなどの活動をしたいが、場所の確保が困難

との声がある。町がマッチングを行い、空き家を活用した地域活

動等の活性化を図っていくべきだと考えるが、町の見解は。 

 

３．家庭ごみの回収方法の変更に伴い浮上すると考えられる課題や疑問点

について 

（１）可燃ごみ・生ごみを戸別収集にすれば資源化がより進むとの説明

だが、どういった根拠によるものなのか。また、それにより経費

削減効果があるとのことだが、金額的には概算でいくらくらいに

なると考えているか。一方で可燃ごみ・生ごみを戸別収集に変更

すれば、収集にかかる負担（費用的・人員的）が増えると思われ

るが、今後、戸別収集を実施した場合に現在と比較して、どのよ

うな新たな負担が必要になると考えているか。 

 （２）現在の可燃ごみ・生ごみの収集体制と収集にかかる時間はどのよ

うになっており、今後、戸別収集を実施した場合には、どのよう

な体制が必要になると考えているか。 

 （３）以前、戸別収集をしていたときは、ステップ乗車をして全戸回収

していたが、現在は厳格に禁止しており、改めて戸別収集をする

となるとごみ収集車への乗り降りや収集員への過剰な肉体的負担



増が懸念されるが、この点について町はどのように考えているの

か。また、現在、ごみ収集は業者に委託しているが、実際に委託

業者と協議はしているのか。 

 （４）ごみ収集の時間帯は通学・通勤時間と重なるところもあり、事故

等の問題を危惧する声があるが、交通安全対策について町はどの

ように考えているか。 

（５）今回の変更により可燃ごみ・生ごみは戸別収集に戻すとのことだ

が、その他プラスチック、ビン・缶、ペットボトルなどの資源ご

みについてはどう考えているのか。資源ごみは拠点収集のまま残

すと、ステーションまでごみを持っていけないという方や自治会

未加入者がステーションを利用できないという問題が未解決のま

まになるのではないか。 

（６）可燃ごみを戸別収集に変更するとなると、カラスや猫等の対策を

個人・各家庭で行っていただくことになるが、その際の家庭への

負担軽減等の対策についてはどのように考えているのか。 

 

 

溝部 真紀子 議員  

 

１．不妊、不育治療の助成制度について 

（１）不妊、不育治療の一部助成制度の現状について。 

 （２）今後の助成制度の拡充について。 

 

２．法隆寺門前県道整備について 

（１）斑鳩町バリアフリー基本構想にもとづく整備について。 

（２）世界文化遺産登録第一号「法隆寺地域の仏教建造物」に資する観

光整備について。 

 

 

齋藤 文夫 議員  

 

１．住民視点に立った行政デジタル化の推進について 

（１）斑鳩町の情報通信技術（ＩＣＴ）活用状況。 

（２）国の自治体ＤＸ推進計画に対する斑鳩町の対応。 

（３）住民の利便性を向上させるための業務改革（ＢＰＲ）や組織の在



り方。 

（４）自治体ＤＸについて住民への取組みの周知。 

 

２．耐震化の推進について 

（１）木造住宅の耐震診断件数と住宅耐震改修件数。 

（２）住宅耐震化率目標達成に向けての対策。 

（３）公共建築物の耐震化状況。 

（４）公共施設の非構造部材の耐震化状況。 

（５）輸送道路確保の対策。 

（６）上下水道の耐震化、老朽管の更新計画。 

（７）ため池の耐震化。 

 

３．防犯カメラ設置の推進について 

（１）斑鳩町内の罪名別犯罪認知件数の推移。 

（２）斑鳩町内の防犯カメラの設置数。 

（３）防犯カメラの斑鳩町設置と自治会設置のすみわけ。 

（４）斑鳩町内の防犯カメラ空白ゾーンの把握と解消に向けて斑鳩町の

対策。 

（５）見守り自動販売機の活用。 

 

４．不登校児童生徒への支援について 

（１）斑鳩町の不登校児童生徒の状況。 

（２）不登校児童生徒を発生させない対策。 

（３）不登校児童生徒の学習支援。 

（４）不登校児童生徒や保護者の相談や支援。 

 

 

濱 眞理子 議員 
 

１．町職員の勤務について 

（１）「タイムカード」から切り替えられた出勤・退勤等の記録等につ

いて。残業時間のカウントについて。本庁舎以外の取り組みにつ

いて。 

（２）正職員と会計年度任用職員等にはどのように対応しているのか。 

（３）休憩時間について。昼食スペースや休憩スペースについて。 



（４）職員の心身両面の医療相談はどのように対応しているのか。 

 

２．生理用品の無料配布について 

（１）配布状況の経緯について 

（２）配布場所とそれ以外のところでの案内掲示について 

（３）配布予定数は「災害時用の備蓄」に限らず、生理用品の種類等使

いやすさを考慮し、充実が望まれるが町の考えはどうか 

 

３．自転車用ヘルメットの使用推進対策について 

（１）ヘルメット未着用のままで自転車に乗っている人をかなり見かけ

るが、町の啓発取り組みはどうか。 

（２）自転車の事故で着用・未着用の割合推移はどうか。 

（３）自転車用ヘルメットの購入補助実施自治体に住んでいる職員の申

請数はどれほどありますか。 

 


